
尾罰

アナワット
・サッパシ一氏
バンコク出身。大
学で土木工学などを
学んだ。 04年のスマ
トラ沖地震で津波に
関心を持ち、 師年に
来日。東北大大学院
の研究員として東日
本大震災の津波を研
究。 28歳。

表斤

細
か
す
ぎ
る
津
波
警
報
の
情
報

-
東
日
本
大
震
災
の
復
興
で
提
案
は
大
地
震
発
生
の
サ
イ
ク
ル
は
1
0
0年

あ

る

か

。

か

ら

千

年

単

位

だ

が

、

人

の

命

は

長

く

「
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
。
て
1
0
0年
。
過
去
の
大
津
波
の
記
録

こ
れ
が
忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う
に
被
災

j

が
十
分
に
一は
残
っ
て
お
ら
ず
、
歴
史
の

地
に
記
念
公
園
な
ど
を
造
り
、
津
波
の

H
V
限
界
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
は
個
人
も

規
模
を
後
世
に
伝
え
る
べ
き
だ
」
』
想
定
外
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
震
災
前
の
日
本
の
防
災
対
策
を
ど
、
ン
浸
水
区
域
や
避
難
区
域
を
示
す
ハ
ザ
J

。、
唱

う
一評

価

す

る

か

。

ノ

ド

マ

ッ

プ

を

う

の

み

に

す

る

の

で

は

な

リ
ノ

「
こ
れ
ま
で
の
技
術
や
経
験
の
中
で
ト
く
、
危
な
い
と
思
っ
た
ら
さ
ら
に
高
い

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
と
思
う
。
巨
戸
所
に
逃
げ
る
べ
き
だ
」

ん
も

l
防
災
対
策
で
改
善
す
べ
き
点
は
あ

人
る
か
。

ノ

J

「
情
報
の
伝
え
方
だ
。
津
波
警
報
の

情
報
が
細
か
す
ぎ
る
の
で
も
っ
と
分
か

り
ゃ
す
く
す
べ
き
だ
。
ま
た
高
い
堤
防

を
造
る
だ
け
で
な
く
、
堤
防
が
津
波
を

防
げ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
住
民

に
十
分
伝
え
る
必
要
が
あ
る
」

!
タ
イ
は
2
0
0
4年
の
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、

津
波
対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。
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「
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
タ
イ
南
部
プ

!
ケ
ッ
ト
で
は
再
び
海
の
近
く
に
ホ
テ
一

ル
が
並
ん
で
い
る
。
タ
イ
で
は
洪
水
の
一

方
が
重
視
さ
れ
て
い
て
津
波
に
対
す
る
一

防
災
煮
識
は
低
い
。
東
日
本
大
震
災
で
一

津
波
が
再
度
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
一

た
の
で
今
後
、
日
本
で
の
経
験
を
伝
え
一

た

い

」

一

ー
震
災
発
生
時
は
何
を
し
て
い
た
-

4

N

-
「
仙
台
市
の
東
北
大
研
究
室
に
い
た
。
一

避
難
し
た
が
、
津
波
の
研
究
者
と
し
て
一

地
震
の
規
模
や
津
波
の
情
報
を
把
握
す
一

る

の

に

必

死

だ

っ

た

」

一

1
津
波
は
夏
尽
電
力
福
島
第
1
2
原
発
一

事
故
も
引
き
起
こ
し
た
。

一「三
陸
地
方
で
は
明
治
や
昭
和
時
代

に
津
波
が
来
た
が
、
福
島
県
で
は
比
較

的
少
な
か
っ
た
。

一
方
で
宮
城
県
の
東

北
電
カ
女
川
原
発
は
無
事
だ
っ
た
。
津

波
の
経
験
値
が
明
暗
を
分
け
た
の
で
は

な
い
か
」


